
 道路交通法
 ※　主に自転車に関係する部分を抜粋したものです。

 

 （目的）

第一条　この法律は、道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、及

 び道路の交通に起因する障害の防止に資することを目的とする。

 （昭四五法一四三・一部改正）

 （定義）

第二条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

 るところによる。

一　道路　道路法（昭和二十七年法律第百八十号）第二条第一項に規定する道路、道

路運送法（昭和二十六年法律第百八十三号）第二条第八項に規定する自動車道及び

 一般交通の用に供するその他の場所をいう。

二　歩道　歩行者の通行の用に供するため縁石線又は柵その他これに類する工作物に

 よつて区画された道路の部分をいう。

三　車道　車両の通行の用に供するため縁石線若しくは柵その他これに類する工作物

 又は道路標示によつて区画された道路の部分をいう。

三の二　本線車道　高速自動車国道（高速自動車国道法（昭和三十二年法律第七十九

号 第四条第一項に規定する道路をいう 以下同じ 又は自動車専用道路 道路法） 。 。） （

第四十八条の四に規定する自動車専用道路をいう 以下同じ の本線車線により構。 。）

 成する車道をいう。

三の三　自転車道　自転車の通行の用に供するため縁石線又は柵その他これに類する

 工作物によつて区画された車道の部分をいう。

三の四　路側帯　歩行者の通行の用に供し、又は車道の効用を保つため、歩道の設け

られていない道路又は道路の歩道の設けられていない側の路端寄りに設けられた帯

 状の道路の部分で、道路標示によつて区画されたものをいう。

四　横断歩道　道路標識又は道路標示 以下 道路標識等 という により歩行者の（ 「 」 。）

 横断の用に供するための場所であることが示されている道路の部分をいう。

四の二　自転車横断帯　道路標識等により自転車の横断の用に供するための場所であ

 ることが示されている道路の部分をいう。

五　交差点　十字路、丁字路その他二以上の道路が交わる場合における当該二以上の

 道路（歩道と車道の区別のある道路においては、車道）の交わる部分をいう。

六　安全地帯　路面電車に乗降する者若しくは横断している歩行者の安全を図るため

道路に設けられた島状の施設又は道路標識及び道路標示により安全地帯であること

 が示されている道路の部分をいう。

七　車両通行帯　車両が道路の定められた部分を通行すべきことが道路標示により示

 されている場合における当該道路標示により示されている道路の部分をいう。

 八　車両　自動車、原動機付自転車、軽車両及びトロリーバスをいう。

九　自動車　原動機を用い、かつ、レール又は架線によらないで運転する車又は特定

自動運行を行う車であつて、原動機付自転車、軽車両、移動用小型車、身体障害者

用の車及び遠隔操作型小型車並びに歩行補助車、乳母車その他の歩きながら用いる

 小型の車で政令で定めるもの 以下 歩行補助車等 という 以外のものをいう（ 「 」 。） 。

十　原動機付自転車　原動機を用い、かつ、レール又は架線によらないで運転する車

であつて次に掲げるもののうち、軽車両、移動用小型車、身体障害者用の車、遠隔

 操作型小型車及び歩行補助車等以外のものをいう。



イ　内閣府令で定める大きさ以下の総排気量又は定格出力を有する原動機を用いる

 車（ロに該当するものを除く ）。

ロ　車体の大きさ及び構造が自転車道における他の車両の通行を妨げるおそれのな

いものであり、かつ、その運転に関し高い技能を要しないものである車として内

 閣府令で定める基準に該当するもの

十一　軽車両　次に掲げるものであつて、移動用小型車、身体障害者用の車及び歩行

補助車等以外のもの（遠隔操作（車から離れた場所から当該車に電気通信技術を用

いて指令を与えることにより当該車の操作をすること（当該操作をする車に備えら

れた衝突を防止するために自動的に当該車の通行を制御する装置を使用する場合を

 含む をいう 以下同じ により通行させることができるものを除く をいう。） 。 。） 。） 。

、 、 、 、イ　自転車 荷車その他人若しくは動物の力により 又は他の車両に引され かつ

レールによらないで運転する車（そり及び牛馬を含み、小児用の車（小児が用い

る小型の車であつて、歩きながら用いるもの以外のものをいう。次号及び第三項

 第一号において同じ ）を除く ）。 。

ロ　原動機を用い、かつ、レール又は架線によらないで運転する車であつて、車体

 の大きさ及び構造を勘案してイに準ずるものとして内閣府令で定めるもの

十一の二　自転車　ペダル又はハンド・クランクを用い、かつ、人の力により運転す

（ 。） 、 、る二輪以上の車 レールにより運転する車を除く であつて 身体障害者用の車

小児用の車及び歩行補助車等以外のもの（原動機を用いるものにあつては、人の力

を補うため原動機を用いるものであつて内閣府令で定める基準に該当するものを含

 み 移動用小型車及び遠隔操作により通行させることができるものを除く をいう、 。） 。

十一の三　移動用小型車　人の移動の用に供するための原動機を用いる小型の車（遠

隔操作により通行させることができるものを除く であつて 車体の大きさ及び構。） 、

造が他の歩行者の通行を妨げるおそれのないものとして内閣府令で定める基準に該

 当するもののうち、身体障害者用の車以外のものをいう。

十一の四　身体障害者用の車　身体の障害により歩行が困難な者の移動の用に供する

ための車（原動機を用いるものにあつては、内閣府令で定める基準に該当するもの

 に限り、遠隔操作により通行させることができるものを除く ）をいう。。

十一の五　遠隔操作型小型車　人又は物の運送の用に供するための原動機を用いる小

型の車であつて遠隔操作により通行させることができるもののうち、車体の大きさ

及び構造が歩行者の通行を妨げるおそれのないものとして内閣府令で定める基準に

該当するものであり、かつ、内閣府令で定める基準に適合する非常停止装置を備え

 ているものをいう。

十二　トロリーバス　架線から供給される電力により、かつ、レールによらないで運

 転する車をいう。

 十三　路面電車　レールにより運転する車をいう。

十三の二　自動運行装置　道路運送車両法（昭和二十六年法律第百八十五号）第四十

 一条第一項第二十号に規定する自動運行装置をいう。

十四　信号機　電気により操作され、かつ、道路の交通に関し、灯火により交通整理

 等のための信号を表示する装置をいう。

 十五　道路標識　道路の交通に関し、規制又は指示を表示する標示板をいう。

十六　道路標示　道路の交通に関し、規制又は指示を表示する標示で、路面に描かれ

 た道路、ペイント、石等による線、記号又は文字をいう。

十七　運転　道路において 車両又は路面電車 以下 車両等 という をその本来、 （ 「 」 。）

の用い方に従つて用いること（原動機に加えてペダルその他の人の力により走行さ



せることができる装置を備えている自動車又は原動機付自転車にあつては当該装置

 を用いて走行させる場合を含み、特定自動運行を行う場合を除く ）をいう。。

十七の二　特定自動運行　道路において、自動運行装置（当該自動運行装置を備えて

いる自動車が第六十二条に規定する整備不良車両に該当することとなつたとき又は

当該自動運行装置の使用が当該自動運行装置に係る使用条件（道路運送車両法第四

。 。） 、十一条第二項に規定する条件をいう 以下同じ を満たさないこととなつたときに

直ちに自動的に安全な方法で当該自動車を停止させることができるものに限る を。）

当該自動運行装置に係る使用条件で使用して当該自動運行装置を備えている自動車

を運行すること（当該自動車の運行中の道路、交通及び当該自動車の状況に応じて

 当該自動車の装置を操作する者がいる場合のものを除く ）をいう。。

十八　駐車　車両等が客待ち、荷待ち、貨物の積卸し、故障その他の理由により継続

的に停止すること（貨物の積卸しのための停止で五分を超えない時間内のもの及び

。）、 （ 。）人の乗降のための停止を除く 又は車両等が停止 特定自動運行中の停止を除く

をし かつ 当該車両等の運転をする者 以下 運転者 という がその車両等を、 、 （ 「 」 。）

 離れて直ちに運転することができない状態にあることをいう。

 十九　停車　車両等が停止することで駐車以外のものをいう。

二十　徐行　車両等が直ちに停止することができるような速度で進行することをい

 う。

二十一　追越し　車両が他の車両等に追い付いた場合において、その進路を変えてそ

 の追い付いた車両等の側方を通過し、かつ、当該車両等の前方に出ることをいう。

二十二　進行妨害　車両等が、進行を継続し、又は始めた場合においては危険を防止

するため他の車両等がその速度又は方向を急に変更しなければならないこととなる

 おそれがあるときに、その進行を継続し、又は始めることをいう。

二十三　交通公害　道路の交通に起因して生ずる大気の汚染、騒音及び振動のうち内

閣府令・環境省令で定めるものによつて、人の健康又は生活環境に係る被害が生ず

 ることをいう。

２　道路法第四十五条第一項の規定により設置された区画線は、この法律の規定の適用

 については、内閣府令・国土交通省令で定めるところにより、道路標示とみなす。

 ３　この法律の規定の適用については、次に掲げる者は、歩行者とする。

一　移動用小型車、身体障害者用の車、遠隔操作型小型車、小児用の車又は歩行補助

車等を通行させている者（遠隔操作型小型車にあつては、遠隔操作により通行させ

 ている者を除く ）。

二　次条の大型自動二輪車又は普通自動二輪車、二輪の原動機付自転車、二輪又は三

輪の自転車その他車体の大きさ及び構造が他の歩行者の通行を妨げるおそれのない

ものとして内閣府令で定める基準に該当する車両（これらの車両で側車付きのもの

 及び他の車両を引しているものを除く ）を押して歩いている者。

昭三八法九〇・昭三九法九一・昭四〇法九六・昭四五法八六・昭四五法一四三（

・昭四六法八八・昭四六法九八・昭五三法五三・平元法八二・平元法八三・平四

法四三・平七法七四・平一一法八七・平一一法一六〇・平一九法九〇・令元法二

 〇・令二法四二・令四法三二・令六法三四・一部改正）

 （信号機の信号等に従う義務）

第七条　道路を通行する歩行者等又は車両等は、信号機の表示する信号又は警察官等の

手信号等（前条第一項後段の場合においては、当該手信号等）に従わなければならな

 い。

（罰則　第百十九条第一項第二号、同条第三項、第百二十一条第一項第一号及び第



 二号）

 （昭四六法九八・全改、令四法三二・一部改正）

 （通行の禁止等）

第八条　歩行者等又は車両等は、道路標識等によりその通行を禁止されている道路又は

 その部分を通行してはならない。

２　車両は、警察署長が政令で定めるやむを得ない理由があると認めて許可をしたとき

は、前項の規定にかかわらず、道路標識等によりその通行を禁止されている道路又は

 その部分を通行することができる。

 ３　警察署長は、前項の許可をしたときは、許可証を交付しなければならない。

４　前項の規定により許可証の交付を受けた車両の運転者は、当該許可に係る通行中、

 当該許可証を携帯していなければならない。

５　第二項の許可を与える場合において、必要があると認めるときは、警察署長は、当

 該許可に条件を付することができる。

６　第三項の許可証の様式その他第二項の許可について必要な事項は、内閣府令で定め

 る。

（罰則　第一項については第百十九条第一項第二号、同条第三項、第百二十一条第

 一項第一号及び第二号　第五項については第百二十一条第一項第三号）

 （昭四六法九八・全改、平一一法一六〇・令四法三二・一部改正）

 （特例特定小型原動機付自転車の歩道通行）

、 、第十七条の二　特定小型原動機付自転車のうち 次の各号のいずれにも該当するもので

他の車両を引していないもの（遠隔操作により通行させることができるものを除く。

以下この条及び次条において 特例特定小型原動機付自転車 という は 前条第一「 」 。） 、

項の規定にかかわらず、道路標識等により特例特定小型原動機付自転車が歩道を通行

することができることとされているときは、当該歩道を通行することができる。ただ

し、警察官等が歩行者の安全を確保するため必要があると認めて当該歩道を通行して

 はならない旨を指示したときは、この限りでない。

一　歩道等を通行する間、当該特定小型原動機付自転車が歩道等を通行することがで

 きるものであることを内閣府令で定める方法により表示していること。

二　前号の規定による表示をしている場合においては、車体の構造上、歩道等におけ

る歩行者の通行を妨げるおそれのない速度として内閣府令で定める速度を超える速

 度を出すことができないものであること。

三　前二号に規定するもののほか、車体の構造が歩道等における歩行者の通行を妨げ

 るおそれのないものとして内閣府令で定める基準に該当すること。

２　前項の場合において、特例特定小型原動機付自転車は、当該歩道の中央から車道寄

りの部分（普通自転車通行指定部分があるときは、当該普通自転車通行指定部分）を

徐行しなければならず、また、特例特定小型原動機付自転車の進行が歩行者の通行を

妨げることとなるときは、一時停止しなければならない。ただし、普通自転車通行指

定部分については、当該普通自転車通行指定部分を通行し、又は通行しようとする歩

 行者がないときは、歩道の状況に応じた安全な速度と方法で進行することができる。

 （罰則　第二項については第百二十一条第一項第八号）

 （令四法三二・追加）

 （特例特定小型原動機付自転車等の路側帯通行）

第十七条の三　特例特定小型原動機付自転車及び軽車両は、第十七条第一項の規定にか

かわらず、著しく歩行者の通行を妨げることとなる場合を除き、道路の左側部分に設

けられた路側帯（特例特定小型原動機付自転車及び軽車両の通行を禁止することを表



 示する道路標示によつて区画されたものを除く ）を通行することができる。。

２　前項の場合において、特例特定小型原動機付自転車及び軽車両は、歩行者の通行を

 妨げないような速度と方法で進行しなければならない。

 （罰則　第二項については第百二十一条第一項第八号）

昭五三法五三・全改 平二五法四三・一部改正 令四法三二・旧第十七条の二（ 、 、

 繰下・一部改正）

 （左側寄り通行等）

第十八条　車両 トロリーバスを除く は 車両通行帯の設けられた道路を通行する場（ 。） 、

合を除き、自動車及び一般原動機付自転車（原動機付自転車のうち第二条第一項第十

号イに該当するものをいう 以下同じ にあつては道路の左側に寄つて 特定小型原。 。） 、

動機付自転車及び軽車両 以下 特定小型原動機付自転車等 という にあつては道（ 「 」 。）

路の左側端に寄つて、それぞれ当該道路を通行しなければならない。ただし、追越し

をするとき、第二十五条第二項若しくは第三十四条第二項若しくは第四項の規定によ

り道路の中央若しくは右側端に寄るとき、又は道路の状況その他の事情によりやむを

 得ないときは、この限りでない。

２　車両は、前項の規定により歩道と車道の区別のない道路を通行する場合その他の場

合において、歩行者の側方を通過するときは、これとの間に安全な間隔を保ち、又は

 徐行しなければならない。

 （罰則　第二項については第百十九条第一項第六号）

昭三八法九〇・一部改正 昭三九法九一・旧第十九条繰上・一部改正 昭四五（ 、 、

 法八六・昭四六法九八・令四法三二・一部改正）

 （軽車両の並進の禁止）

第十九条　軽車両は、軽車両が並進することとなる場合においては、他の軽車両と並進

 してはならない。

 （罰則　第百二十一条第一項第八号）

昭三九法九一・追加 昭四五法八六・昭四六法九八・昭五三法五三・令四法三（ 、

 二・一部改正）

 （踏切の通過）

第三十三条　車両等は、踏切を通過しようとするときは、踏切の直前（道路標識等によ

る停止線が設けられているときは その停止線の直前 以下この項において同じ で、 。 。）

、 、 。 、停止し かつ 安全であることを確認した後でなければ進行してはならない ただし

信号機の表示する信号に従うときは、踏切の直前で停止しないで進行することができ

 る。

２　車両等は、踏切を通過しようとする場合において、踏切の断機が閉じようとし、若

しくは閉じている間又は踏切の警報機が警報している間は、当該踏切に入つてはなら

 ない。

３　車両等の運転者は、故障その他の理由により踏切において当該車両等を運転するこ

とができなくなつたときは、直ちに非常信号を行う等踏切に故障その他の理由により

停止している車両等があることを鉄道若しくは軌道の係員又は警察官に知らせるため

の措置を講ずるとともに、当該車両等を踏切以外の場所に移動するため必要な措置を

 講じなければならない。

 （罰則　第一項及び第二項については第百十九条第一項第五号、同条第三項）

 （昭三九法九一・昭四五法八六・昭四六法九八・令四法三二・一部改正）

 （左折又は右折）

第三十四条　車両は、左折するときは、あらかじめその前からできる限り道路の左側端



に寄り、かつ、できる限り道路の左側端に沿つて（道路標識等により通行すべき部分

 が指定されているときは その指定された部分を通行して 徐行しなければならない、 ） 。

２　自動車、一般原動機付自転車又はトロリーバスは、右折するときは、あらかじめそ

の前からできる限り道路の中央に寄り、かつ、交差点の中心の直近の内側（道路標識

等により通行すべき部分が指定されているときは、その指定された部分）を徐行しな

 ければならない。

３　特定小型原動機付自転車等は、右折するときは、あらかじめその前からできる限り

 道路の左側端に寄り、かつ、交差点の側端に沿つて徐行しなければならない。

４　自動車、一般原動機付自転車又はトロリーバスは、一方通行となつている道路にお

いて右折するときは、第二項の規定にかかわらず、あらかじめその前からできる限り

道路の右側端に寄り、かつ、交差点の中心の内側（道路標識等により通行すべき部分

 が指定されているときは、その指定された部分）を徐行しなければならない。

５　一般原動機付自転車は、第二項及び前項の規定にかかわらず、道路標識等により交

通整理の行われている交差点における一般原動機付自転車の右折につき交差点の側端

に沿つて通行すべきことが指定されている道路及び道路の左側部分（一方通行となつ

ている道路にあつては 道路 に車両通行帯が三以上設けられているその他の道路 以、 ） （

下この項において 多通行帯道路 という において右折するとき 交通整理の行わ「 」 。） （

れている交差点において右折する場合に限る は あらかじめその前からできる限り。） 、

、 、 。 、道路の左側端に寄り かつ 交差点の側端に沿つて徐行しなければならない ただし

多通行帯道路において、交通整理の行われている交差点における一般原動機付自転車

の右折につきあらかじめ道路の中央又は右側端に寄るべきことが道路標識等により指

 定されているときは、この限りでない。

６　左折又は右折しようとする車両が、前各項の規定により、それぞれ道路の左側端、

中央又は右側端に寄ろうとして手又は方向指示器による合図をした場合においては、

その後方にある車両は、その速度又は方向を急に変更しなければならないこととなる

 場合を除き、当該合図をした車両の進路の変更を妨げてはならない。

（罰則　第一項から第五項までについては第百二十一条第一項第八号　第六項につ

 いては第百二十条第一項第二号）

昭三九法九一・昭四五法八六・昭四六法九八・昭六〇法八七・令四法三二・一（

 部改正）

 （交差点における他の車両等との関係等）

第三十六条　車両等は、交通整理の行なわれていない交差点においては、次項の規定が

適用される場合を除き、次の各号に掲げる区分に従い、当該各号に掲げる車両等の進

 行妨害をしてはならない。

一　車両である場合　その通行している道路と交差する道路（以下「交差道路」とい

 う ）を左方から進行してくる車両及び交差道路を通行する路面電車。

 二　路面電車である場合　交差道路を左方から進行してくる路面電車

２　車両等は、交通整理の行なわれていない交差点においては、その通行している道路

が優先道路（道路標識等により優先道路として指定されているもの及び当該交差点に

おいて当該道路における車両の通行を規制する道路標識等による中央線又は車両通行

帯が設けられている道路をいう 以下同じ である場合を除き 交差道路が優先道路。 。） 、

であるとき、又はその通行している道路の幅員よりも交差道路の幅員が明らかに広い

 ものであるときは、当該交差道路を通行する車両等の進行妨害をしてはならない。

３　車両等 優先道路を通行している車両等を除く は 交通整理の行なわれていない（ 。） 、

交差点に入ろうとする場合において、交差道路が優先道路であるとき、又はその通行



している道路の幅員よりも交差道路の幅員が明らかに広いものであるときは、徐行し

 なければならない。

４　車両等は、交差点に入ろうとし、及び交差点内を通行するときは、当該交差点の状

況に応じ、交差道路を通行する車両等、反対方向から進行してきて右折する車両等及

び当該交差点又はその直近で道路を横断する歩行者に特に注意し、かつ、できる限り

 安全な速度と方法で進行しなければならない。

（罰則　第一項については第百二十条第一項第二号　第二項から第四項までについ

 ては第百十九条第一項第六号）

 （昭四六法九八・全改、令四法三二・一部改正）

 （横断歩道等における歩行者等の優先）

、 （ 「 」第三十八条　車両等は 横断歩道又は自転車横断帯 以下この条において 横断歩道等

という に接近する場合には 当該横断歩道等を通過する際に当該横断歩道等により。） 、

その進路の前方を横断しようとする歩行者又は自転車（以下この条において「歩行者

等 という がないことが明らかな場合を除き 当該横断歩道等の直前 道路標識等」 。） 、 （

、 。 。）による停止線が設けられているときは その停止線の直前 以下この項において同じ

で停止することができるような速度で進行しなければならない。この場合において、

横断歩道等によりその進路の前方を横断し、又は横断しようとする歩行者等があると

きは、当該横断歩道等の直前で一時停止し、かつ、その通行を妨げないようにしなけ

 ればならない。

２　車両等は、横断歩道等（当該車両等が通過する際に信号機の表示する信号又は警察

官等の手信号等により当該横断歩道等による歩行者等の横断が禁止されているものを

除く 次項において同じ 又はその手前の直前で停止している車両等がある場合にお。 。）

いて、当該停止している車両等の側方を通過してその前方に出ようとするときは、そ

 の前方に出る前に一時停止しなければならない。

３　車両等は、横断歩道等及びその手前の側端から前に三十メートル以内の道路の部分

においては、第三十条第三号の規定に該当する場合のほか、その前方を進行している

他の車両等 特定小型原動機付自転車等を除く の側方を通過してその前方に出ては（ 。）

 ならない。

 （罰則　第百十九条第一項第五号、同条第三項）

昭四二法一二六・追加 昭四五法八六・昭四六法九八・昭五三法五三・令四法（ 、

 三二・一部改正）

 （横断歩道のない交差点における歩行者の優先）

第三十八条の二　車両等は、交差点又はその直近で横断歩道の設けられていない場所に

 おいて歩行者が道路を横断しているときは、その歩行者の通行を妨げてはならない。

 （罰則　第百十九条第一項第六号）

 （昭四二法一二六・追加、昭四五法八六・令四法三二・一部改正）

 （徐行すべき場所）

第四十二条　車両等は、道路標識等により徐行すべきことが指定されている道路の部分

 を通行する場合及び次に掲げるその他の場合においては、徐行しなければならない。

一　左右の見とおしがきかない交差点に入ろうとし、又は交差点内で左右の見とおし

がきかない部分を通行しようとするとき（当該交差点において交通整理が行なわれ

 ている場合及び優先道路を通行している場合を除く 。。）

 二　道路のまがりかど附近、上り坂の頂上附近又は配の急な下り坂を通行するとき。

 （罰則　第百十九条第一項第五号、同条第三項）

 （昭四六法九八・全改、令四法三二・一部改正）



 （指定場所における一時停止）

第四十三条　車両等は、交通整理が行なわれていない交差点又はその手前の直近におい

て、道路標識等により一時停止すべきことが指定されているときは、道路標識等によ

る停止線の直前（道路標識等による停止線が設けられていない場合にあつては、交差

点の直前）で一時停止しなければならない。この場合において、当該車両等は、第三

十六条第二項の規定に該当する場合のほか、交差道路を通行する車両等の進行妨害を

 してはならない。

 （罰則　第百十九条第一項第五号、同条第三項）

 （昭四六法九八・全改、令四法三二・一部改正）

 （車両等の灯火）

第五十二条　車両等は、夜間（日没時から日出時までの時間をいう。以下この条及び第

。）、 、 、六十三条の九第二項において同じ 道路にあるときは 政令で定めるところにより

前照灯、車幅灯、尾灯その他の灯火をつけなければならない。政令で定める場合にお

 いては、夜間以外の時間にあつても、同様とする。

２　車両等が、夜間（前項後段の場合を含む 、他の車両等と行き違う場合又は他の車。）

、 、両等の直後を進行する場合において 他の車両等の交通を妨げるおそれがあるときは

車両等の運転者は、政令で定めるところにより、灯火を消し、灯火の光度を減ずる等

 灯火を操作しなければならない。

（罰則　第一項については第百二十条第一項第五号、同条第三項　第二項について

は第百十七条の二第一項第四号、第百十七条の二の二第一項第八号ヘ、第百二十

 条第一項第六号、同条第三項）

 （昭四六法九八・昭五三法五三・令二法四二・令四法三二・一部改正）

 （警音器の使用等）

第五十四条　車両等 自転車以外の軽車両を除く 以下この条において同じ の運転者（ 。 。）

 は、次の各号に掲げる場合においては、警音器を鳴らさなければならない。

一　左右の見とおしのきかない交差点、見とおしのきかない道路のまがりかど又は見

とおしのきかない上り坂の頂上で道路標識等により指定された場所を通行しようと

 するとき。

二　山地部の道路その他曲折が多い道路について道路標識等により指定された区間に

おける左右の見とおしのきかない交差点、見とおしのきかない道路のまがりかど又

 は見とおしのきかない上り坂の頂上を通行しようとするとき。

２　車両等の運転者は、法令の規定により警音器を鳴らさなければならないこととされ

ている場合を除き、警音器を鳴らしてはならない。ただし、危険を防止するためやむ

 を得ないときは、この限りでない。

（罰則　第一項については第百二十条第一項第六号、同条第三項　第二項について

は第百十七条の二第一項第四号、第百十七条の二の二第一項第八号ト、第百二十

 一条第一項第九号）

 （昭四六法九八・令二法四二・令四法三二・一部改正）

 （乗車又は積載の方法）

第五十五条　車両の運転者は、当該車両の乗車のために設備された場所以外の場所に乗

車させ、又は乗車若しくは積載のために設備された場所以外の場所に積載して車両を

運転してはならない。ただし、もつぱら貨物を運搬する構造の自動車（以下次条及び

「 」 。） 、第五十七条において 貨物自動車 という で貨物を積載しているものにあつては

当該貨物を看守するため必要な最小限度の人員をその荷台に乗車させて運転すること

 ができる。



２　車両の運転者は、運転者の視野若しくはハンドルその他の装置の操作を妨げ、後写

鏡の効用を失わせ、車両の安定を害し、又は外部から当該車両の方向指示器、車両の

番号標、制動灯、尾灯若しくは後部反射器を確認することができないこととなるよう

 な乗車をさせ、又は積載をして車両を運転してはならない。

３　車両に乗車する者は、当該車両の運転者が前二項の規定に違反することとなるよう

 な方法で乗車をしてはならない。

（罰則　第一項及び第二項については第百二十条第二項第一号、第百二十三条　第

 三項については第百二十一条第一項第九号）

 （昭四五法八六・令四法三二・一部改正）

 （乗車又は積載の制限等）

第五十七条　車両（軽車両を除く。以下この項及び第五十八条の二から第五十八条の五

までにおいて同じ の運転者は 当該車両について政令で定める乗車人員又は積載物。） 、

の重量 大きさ若しくは積載の方法 以下この条において 積載重量等 という の、 （ 「 」 。）

制限を超えて乗車をさせ、又は積載をして車両を運転してはならない。ただし、第五

十五条第一項ただし書の規定により、又は前条第二項の規定による許可を受けて貨物

自動車の荷台に乗車させる場合にあつては、当該制限を超える乗車をさせて運転する

 ことができる。

２　公安委員会は、道路における危険を防止し、その他交通の安全を図るため必要があ

ると認めるときは、軽車両の乗車人員又は積載重量等の制限について定めることがで

 きる。

３　貨物が分割できないものであるため第一項の政令で定める積載重量等の制限又は前

項の規定に基づき公安委員会が定める積載重量等を超えることとなる場合において、

出発地警察署長が当該車両の構造又は道路若しくは交通の状況により支障がないと認

めて積載重量等を限つて許可をしたときは、車両の運転者は、前二項の規定にかかわ

らず、当該許可に係る積載重量等の範囲内で当該制限を超える積載をして車両を運転

 することができる。

（罰則　第一項については第百十八条第二項第一号、第百十九条第二項第一号、第

百二十条第二項第二号、第百二十三条　第二項については第百二十一条第二項第

 一号、第百二十三条）

昭四二法一二六・昭四五法八六・昭四六法九八・平五法四三・平一三法五一・（

 令元法二〇・令四法三二・一部改正）

 第十三節　自転車の交通方法の特例

 （昭五三法五三・追加）

 （整備不良車両の運転の禁止）

第六十二条　車両等の使用者その他車両等の装置の整備について責任を有する者又は運

転者は、その装置が道路運送車両法第三章もしくはこれに基づく命令の規定（同法の

規定が適用されない自衛隊の使用する自動車については、自衛隊法（昭和二十九年法

律第百六十五号 第百十四条第二項の規定による防衛大臣の定め 以下同じ 又は軌） 。 。）

道法第十四条若しくはこれに基づく命令の規定に定めるところに適合しないため交通

の危険を生じさせ、又は他人に迷惑を及ぼすおそれがある車両等（次条第一項及び第

七十一条の四の二第二項第一号において 整備不良車両 という を運転させ 又は「 」 。） 、

 運転してはならない。



（罰則　第百十九条第二項第二号、同条第三項、第百二十条第一項第七号、同条第

 三項、第百二十三条）

昭四五法八六・昭四六法九八・昭五三法五三・昭六〇法八七・平一八法一一八（

 ・令元法二〇・令四法三二・一部改正）

 （自転車道の通行区分）

第六十三条の三　車体の大きさ及び構造が内閣府令で定める基準に適合する自転車で、

他の車両を引していないもの 以下この節において 普通自転車 という は 自転（ 「 」 。） 、

車道が設けられている道路においては、自転車道以外の車道を横断する場合及び道路

の状況その他の事情によりやむを得ない場合を除き、自転車道を通行しなければなら

 ない。

 （罰則　第百二十一条第一項第八号）

 （ 、 ）昭五三法五三・追加 平一一法一六〇・令二法四二・令四法三二・一部改正

 （普通自転車の歩道通行）

第六十三条の四　普通自転車は、次に掲げるときは、第十七条第一項の規定にかかわら

ず、歩道を通行することができる。ただし、警察官等が歩行者の安全を確保するため

必要があると認めて当該歩道を通行してはならない旨を指示したときは、この限りで

 ない。

一　道路標識等により普通自転車が当該歩道を通行することができることとされてい

 るとき。

二　当該普通自転車の運転者が、児童、幼児その他の普通自転車により車道を通行す

 ることが危険であると認められるものとして政令で定める者であるとき。

三　前二号に掲げるもののほか、車道又は交通の状況に照らして当該普通自転車の通

行の安全を確保するため当該普通自転車が歩道を通行することがやむを得ないと認

 められるとき。

２　前項の場合において、普通自転車は、当該歩道の中央から車道寄りの部分（道路標

識等により普通自転車が通行すべき部分として指定された部分（以下この項において

「 」 。） 、 ）普通自転車通行指定部分 という があるときは 当該普通自転車通行指定部分

を徐行しなければならず、また、普通自転車の進行が歩行者の通行を妨げることとな

るときは、一時停止しなければならない。ただし、普通自転車通行指定部分について

は、当該普通自転車通行指定部分を通行し、又は通行しようとする歩行者がないとき

 は、歩道の状況に応じた安全な速度と方法で進行することができる。

 （罰則　第二項については第百二十一条第一項第八号）

 （昭五三法五三・追加、平一九法九〇・令四法三二・一部改正）

 （普通自転車の並進）

第六十三条の五　普通自転車は、道路標識等により並進することができることとされて

いる道路においては、第十九条の規定にかかわらず、他の普通自転車と並進すること

ができる。ただし、普通自転車が三台以上並進することとなる場合においては、この

 限りでない。

 （昭五三法五三・追加）

 （自転車の横断の方法）

第六十三条の六　自転車は、道路を横断しようとするときは、自転車横断帯がある場所

 の付近においては、その自転車横断帯によつて道路を横断しなければならない。

 （昭五三法五三・追加）

 （交差点における自転車の通行方法）

第六十三条の七　自転車は、前条に規定するもののほか、交差点を通行しようとする場



、 、 、合において 当該交差点又はその付近に自転車横断帯があるときは 第十七条第四項

第三十四条第一項及び第三項並びに第三十五条の二の規定にかかわらず、当該自転車

 横断帯を進行しなければならない。

２　普通自転車は、交差点又はその手前の直近において、当該交差点への進入の禁止を

表示する道路標示があるときは、当該道路標示を越えて当該交差点に入つてはならな

 い。

 （昭五三法五三・追加、平二五法四三・一部改正）

 （自転車の通行方法の指示）

第六十三条の八　警察官等は、第六十三条の六若しくは前条第一項の規定に違反して通

行している自転車の運転者に対し、これらの規定に定める通行方法により当該自転車

を通行させ、又は同条第二項の規定に違反して通行している普通自転車の運転者に対

 し、当該普通自転車を歩道により通行させるべきことを指示することができる。

 （罰則　第百二十一条第一項第七号）

 （昭五三法五三・追加、令四法三二・一部改正）

 （自転車の制動装置等）

第六十三条の九　自転車の運転者は、内閣府令で定める基準に適合する制動装置を備え

 ていないため交通の危険を生じさせるおそれがある自転車を運転してはならない。

２　自転車の運転者は、夜間（第五十二条第一項後段の場合を含む 、内閣府令で定め。）

る基準に適合する反射器材を備えていない自転車を運転してはならない。ただし、第

 五十二条第一項前段の規定により尾灯をつけている場合は、この限りでない。

 （罰則　第一項については第百二十条第一項第七号、同条第三項）

 （昭五三法五三・追加、平一一法一六〇・令四法三二・一部改正）

 （自転車の検査等）

第六十三条の十　警察官は、前条第一項の内閣府令で定める基準に適合する制動装置を

備えていないため交通の危険を生じさせるおそれがある自転車と認められる自転車が

運転されているときは、当該自転車を停止させ、及び当該自転車の制動装置について

 検査をすることができる。

２　前項の場合において、警察官は、当該自転車の運転者に対し、道路における危険を

防止し、その他交通の安全を図るため必要な応急の措置をとることを命じ、また、応

急の措置によつては必要な整備をすることができないと認められる自転車について

 は、当該自転車の運転を継続してはならない旨を命ずることができる。

（罰則　第一項については第百二十条第一項第八号　第二項については第百二十条

 第一項第九号）

 （平二五法四三・追加、令四法三二・一部改正）

 （自転車の運転者等の遵守事項）

第六十三条の十一　自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければな

 らない。

２　自転車の運転者は、他人を当該自転車に乗車させるときは、当該他人に乗車用ヘル

 メットをかぶらせるよう努めなければならない。

、 、３　児童又は幼児を保護する責任のある者は 児童又は幼児が自転車を運転するときは

 当該児童又は幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

平一九法九〇・追加 平二五法四三・旧第六十三条の十繰下 令四法三二・一（ 、 、

 部改正）

 （交通事故の場合の措置）

第七十二条　交通事故があつたときは、当該交通事故に係る車両等の運転者その他の乗



（ 「 」 。） 、 、務員 以下この節において 運転者等 という は 直ちに車両等の運転を停止して

、 。負傷者を救護し 道路における危険を防止する等必要な措置を講じなければならない

この場合において、当該車両等の運転者（運転者が死亡し、又は負傷したためやむを

得ないときは その他の乗務員 次項において同じ は 警察官が現場にいるときは、 。 。） 、

当該警察官に、警察官が現場にいないときは直ちに最寄りの警察署（派出所又は駐在

所を含む 同項において同じ の警察官に当該交通事故が発生した日時及び場所 当。 。） 、

該交通事故における死傷者の数及び負傷者の負傷の程度並びに損壊した物及びその損

壊の程度、当該交通事故に係る車両等の積載物並びに当該交通事故について講じた措

（ 「 」 。）置 第七十五条の二十三第一項及び第三項において 交通事故発生日時等 という

 を報告しなければならない。

２　前項後段の規定により報告を受けた最寄りの警察署の警察官は、負傷者を救護し、

又は道路における危険を防止するため必要があると認めるときは、当該報告をした運

転者に対し、警察官が現場に到着するまで現場を去つてはならない旨を命ずることが

 できる。

３　前二項の場合において、現場にある警察官は、当該車両等の運転者等に対し、負傷

者を救護し、又は道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図るため必

 要な指示をすることができる。

４　緊急自動車若しくは傷病者を運搬中の車両又は乗合自動車、トロリーバス若しくは

路面電車で当該業務に従事中のものの運転者は、当該業務のため引き続き当該車両等

を運転する必要があるときは、第一項の規定にかかわらず、その他の乗務員に第一項

前段に規定する措置を講じさせ、又は同項後段に規定する報告をさせて、当該車両等

 の運転を継続することができる。

（罰則　第一項前段については第百十七条第一項、同条第二項、第百十七条の五第

一項第一号　第一項後段については第百十九条第一項第十七号　第二項について

 は第百二十条第一項第十一号）

昭三八法九〇・昭三九法九一・昭四五法八六・昭四六法九八・平二法七三・平（

一三法五一・平一七法一〇二・平一九法九〇・令四法三二・一部改正）


